
歯科用金銀パラジウム合金の高騰への対応について（案）

１．背景
○金銀パラジウム合金を含む歯科用貴金属については、その素材である金や
パラジウム等が市場価格の変動の影響を受けやすいことから、通常の２年に
１度の診療報酬改定に加えて、６か月に１度の随時改定を行ってきた。
○現行の対応だけでは歯科用貴金属の価格の乱高下に、速やかに対応できない
との指摘がある。

２．現行の対応
○２年に１度の診療報酬改定においては、市場実勢価格を踏まえて告示価格を決定。
○４月、10月の随時改定において、素材価格の変動幅がその時点の告示価格の
±５％を超えた場合に告示価格を改定。（診療報酬改定を除く）

３．対応案
○素材価格が乱高下した場合の対応として、現行の対応に次の対応を加える
こととしてはどうか。
「診療報酬改定、随時改定の３月後（７月、１月）において、素材価格の変動幅が
その時点の告示価格の±15％を超えた場合に告示価格を改定する。」
○また、その名称を「随時改定Ⅱ」として、現行の「随時改定」は「随時改定Ⅰ」と
名称を変更することとしてはどうか。
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